
高等学校における各教科・科目及び単位数等の変遷

【昭和２３年度実施】 【昭和２６年度実施】

すべての生徒に すべての生徒に教科 科 目 単 位 数 教科 科 目 単 位 数

履修させる科目 履修させる科目

国 語 ９ 〇 国 国語（甲） ９ 〇

書 道 ２～６ 国語（乙） ２～６

漢 文 ２～６ 語 漢 文 ２～６

社 社 会 ５ 〇 社 一般社会 ５ 〇

東 洋 史 ５ 日 本 史 ５

うち 科目 うち 科目西 洋 史 ５ 1 世 界 史 ５ 1

人文地理 ５ 人文地理 ５

会 時事問題 ５ 会 時事問題 ５

数 解析学(1) ５ 数 一般数学 ５

うち 科目 うち 科目幾 何 ５ 1 解析（１） ５ 1

学 解析学(2) ５ 幾 何 ５

理 物 理 ５ 学 解析（２） ５

化 学 ５ 1 理 物 理 ５うち 科目

うち 科目生 物 ５ 化 学 ５ 1

科 地 学 ５ 生 物 ５

体 育 ９ 〇 科 地 学 ５

音 楽 ２～６ 保体 体 育
９～11 〇

図 画 ２～６ 健育 保 健

工 作 ２～６ 芸 音 楽 ２～６

外 国 語 ５～15 図 画 ２～６

実 書 道 ２～６

, , , , 能 工 作 ２～６農 工 商 水 家

業 家 一般家庭 ７～14

普通科必修：６科目（３８単位） 家 族 ２

実業学科必修 保 育 ２～４

普通教科：３科目（２３単位） 家庭経理 ２～４

各学科ごとに実習及び職業の関係教科 食 物 ５～10

が必修教科として掲げられている。 庭 被 服 ５～10

卒業単位数 ８５単位以上 外 国 語 ５～15

農 工 商 水 等, , ,

普通課程必修：６科目（３８単位）

職業課程必修

普通教科・科目：６科目（３８単位）

職業教科・科目：３０単位以上

（ , 10 ）商業学科は 外国語を 単位含めても可

卒業単位数 ８５単位以上



【昭和３１年度実施】 【昭和３８年度実施】（昭和３５年告示）

すべての生徒に すべての生徒に教科 科 目 標準 教科 科 目 標準

履修させる科目 履修させる科目単位数 単位数

国 国語（甲） ９～10 〇 国 現代国語 ７ 〇

うち 科目国語（乙） ２～６ 古 典 甲 ２ 1

語 漢 文 ２～６ 古典乙Ⅰ ５

社 社 会 ３～５ 〇 語 古典乙Ⅱ ３

日 本 史 ３～５ 社 ･ ２ 〇倫 理 社 会

世 界 史 ３～５ 2 ･ ２ 〇うち 科目 政 治 経 済

会 人文地理 ３～５ 日 本 史 ３ 〇

うち 科目数 数 学 Ⅰ ６・９ 〇 世界史Ａ ３ 1

数 学 Ⅱ ３ 世界史Ｂ ４

うち 科目数 学 Ⅲ ３・５ 地 理 Ａ ３ 1

学 応用数学 ３・５ 会 地 理 Ｂ ４

理 物 理 ３・５ 数 数 学 Ⅰ ５ 〇

うち 科目 うち 科目化 学 ３・５ 2 数学ⅡＡ ４ 1

生 物 ３・５ 数学ⅡＢ ５

科 地 学 ３・５ 数 学 Ⅲ ５

保体 体 育 ７～９ 〇 学 応用数学 ６

うち 科目健育 保 健 ２ 〇 理 物 理 Ａ ３ 1

芸 音 楽 2･4･6 物 理 Ｂ ５

うち 科目 うち 科目美 術 2･4･6 1 化 学 Ａ ３ 1

工 芸 2･4･6 化 学 Ｂ ４

術 書 道 2･4･6 生 物 ４ 〇

外国 ３～15 ※ 科 地 学 ２ 〇第 一 外 国 語

語 ２～４ 保体 体 育 男９女７ 〇( 7)第 二 外 国 語 定男

家庭 家庭一般 ４ 〇 健育 保 健 ２ 〇

農，工，商，水 〇 芸 音 楽 Ⅰ ２

普通課程必修：10 12 (45 61 ) 音 楽 Ⅱ ４～ 科目 単位～ 単位

職業課程必修 美 術 Ⅰ ２

単位～ 単位 Ⅰの科目から 科目普通教科・科目：９科目(39 55 ) 美 術 Ⅱ ４ 1

職業教科・科目：３０単位以上 工 芸 Ⅰ ２

（ , 10 ） 工 芸 Ⅱ ４商業学科は 外国語 単位を含めても可

卒業単位数 ８５単位以上 書 道 Ⅰ ２

術 書 道 Ⅱ ４

外 英 語 Ａ ９

※全日制普通科においては，「芸術科」 英 語 Ｂ １５

うち 科目「家庭科」「農業科」「工業科」「商業科」 国 ドイツ語 １５ 1

「水産科」のうちから６単位以上。 ﾌ ﾗ ﾝ ｽ １５語

外国語に関するそ

の他の科目語

家庭 家庭一般 ４ 〇( )女

家 農 工 商 水 音 美, , , , , ,

普通科必修： 17 68 ( 66) 74男 科目 単位 定 ～

18 70 76女 科目 ～

職業学科必修

普通教科・科目：14 (47 58 )科目 ～ 単位

職業教科・科目：３５単位以上

（ , 10 ）商業学科は 外国語 単位を含めても可

卒業単位数 ８５単位以上



【昭和４８年度実施】（昭和４５年告示） 【昭和５７年度実施】（昭和５３年告示）

すべての生徒に すべての生徒に教科 科 目 標準 教科 科 目 標準
履修させる科目 履修させる科目単位数 単位数

国 現代国語 ７ 〇 国 国 語 Ⅰ ４ 〇
古典Ⅰ甲 ２ 1 国 語 Ⅱ ４うち 科目
古典Ⅰ乙 ５ 国語表現 ２

語 古 典 Ⅱ ３ 現 代 文 ３
社 ･ ２ 〇 語 古 典 ４倫 理 社 会

･ ２ 〇 社 現代社会 ４ 〇政 治 経 済
日 本 史 ３ 日 本 史 ４
世 界 史 ３ 2 世 界 史 ４うち 科目
地 理 Ａ ３ 地 理 ４

会 地 理 Ｂ ３ 倫 理 ２
数 数学一般 ６ 1 会 ･ ２うち 科目 政 治 経 済

数 学 Ⅰ ６ 数 数 学 Ⅰ ４ 〇
数学ⅡＡ ４ 数 学 Ⅱ ３
数学ⅡＢ ５ ･ ３代 数 幾 何
数 学 Ⅲ ５ 基礎解析 ３

学 応用数学 ６ ･ ３微 分 積 分
理 基礎理科 ６ 〇 学 ･ ３確 率 統 計

物 理 Ⅰ ３ 理 理 科 Ⅰ ４ 〇
物 理 Ⅱ ３ 理 科 Ⅱ ２又はⅠの科目から
化 学 Ⅰ ３ 2 物 理 ４科目
化 学 Ⅱ ３ 化 学 ４
生 物 Ⅰ ３ 生 物 ４
生 物 Ⅱ ３ 科 地 学 ４
地 学 Ⅰ ３ 保体 体 育 ７～９ 〇( 11)全普男

科 地 学 Ⅱ ３ 健育 保 健 ２ 〇
保体 体 育 ７～９ 〇( 11) 芸 音 楽 Ⅰ ２全普男
健育 保 健 ２ 〇 音 楽 Ⅱ ２
芸 音 楽 Ⅰ ２ 音 楽 Ⅲ ２

音 楽 Ⅱ ２ 美 術 Ⅰ ２
Ⅰの科目から科目音 楽 Ⅲ ２ 美 術 Ⅱ ２

美 術 Ⅰ ２ 美 術 Ⅲ ２ ( 3)普
美 術 Ⅱ ２ 1 工 芸 Ⅰ ２Ⅰの科目から 科目
美 術 Ⅲ ２ ( 3) 工 芸 Ⅱ ２普
工 芸 Ⅰ ２ 工 芸 Ⅲ ２
工 芸 Ⅱ ２ 書 道 Ⅰ ２
工 芸 Ⅲ ２ 書 道 Ⅱ ２
書 道 Ⅰ ２ 術 書 道 Ⅲ ２
書 道 Ⅱ ２ 外 英 語 Ⅰ ４

術 書 道 Ⅲ ２ 英 語 Ⅱ ５
外 初級英語 ６ 英語ⅡＡ ３

英 語Ａ ９ 英語ⅡＢ ３
英 語Ｂ １５ 国 英語ⅡＣ ３

国 英語会話 ３ ドイツ語
語ドイツ語 １５ ﾌ ﾗ ﾝ ｽ

語 外国語に関するそﾌ ﾗ ﾝ ｽ １５
外国語に関するそ の他の科目語

語 家庭 家庭一般 ４ 〇（女）の他の科目
家庭 家庭一般 ４ 〇（女） , , , , , , ,家 農 工 商 水 看 理数
家 農 工 商 水 看 理数 音 美 英, , , , , , , , ,
, 普通科必修音 美
普通科必修 男 ７科目（３２単位）

11 12 (47 ), 12 13 (47 ) 女 ８科目（３２単位）男 ～ 科目 単位 女 ～ 科目 単位
専門学科必修 専門学科必修

･ ： 11 12 (42 ) ･ ： 7 (27 ), 8 (31 )普通教科 科目 男 ～ 科目 単位 普通教科 科目 男 科目 単位 女 科目 単位
女 ～ 科目 単位 専門教科 科目 単位12 13 (46 ) ･ ：30

専門教科 科目 単位 商業学科は 外国語 単位 他は 専門教科 科目と同様の成果が期待･ ：35 （ , 10 , , ･
( 10 ) , ･ 5 )商業学科は外国語 単位を含めても可 できる場合には 普通教科 科目 単位を含めても可

卒業単位数 ８５単位以上 卒業単位数 ８０単位以上



【平成６年度実施】（平成元年告示）

すべての生徒に すべての生徒に教科 科 目 標準 教科 科 目 標準
履修させる科目 履修させる科目単位数 単位数

国 国 語 Ⅰ ４ 〇 外 英 語 Ⅰ ４
国 語 Ⅱ ４ 英 語 Ⅱ ４
国語表現 ２ ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭ ２
現 代 文 ４ ﾆｹｰｼｮﾝＡ
現 代 語 ２ ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭ ２
古 典 Ⅰ ３ 国 ﾆｹｰｼｮﾝＢ
古 典 Ⅱ ３ ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭ ２

語 古典講読 ２ ﾆｹｰｼｮﾝＣ
世界史Ａ ２ 1 ﾘ ｰ ｨ ﾝ ４うち 科目 デ グ

地 世界史Ｂ ４ ﾗ ｲ ｨ ﾝ ４デ グ
ド 語理 日本史Ａ ２ ｲ ﾂ

うち 科目 語歴 日本史Ｂ ４ 1 語 ﾌ ﾗ ﾝ ｽ
史 地 理 Ａ ２ 家 家庭一般 ４

うち 科目地 理 Ｂ ４ 生活技術 ４ 1
公 現代社会 ４ ｢ ｣ 庭 生活一般 ４現代社会 又は

倫 理 ２ ｢ ｣･｢ ｣ , , , , , , ,倫理 政治経済 家 農 工 商 水 看 理数
政 治 経 済 体 音 美 英民 ･ ２ , , ,

数 数 学 Ⅰ ４ 〇 普通科必修
数 学 Ⅱ ３ １１～１２科目（３８単位）
数 学 Ⅲ ３ 専門学科必修
数 学 Ａ ２ １１～１２科目（３５単位）
数 学 Ｂ ２ 専門教科・科目：３０単位

商業学科は 外国語 単位 他は 専門教科 科目と同様の成果が期待できる学 数 学 Ｃ ２ （ , 10 , , ･
理 総合理科 ４ , ･ 5 )場合には 普通教科 科目 単位を含めても可

物理ⅠＡ ２ 卒業単位数８０単位以上

区分から 区分物理ⅠＢ ４ 5 2
にわたって 科目物 理 Ⅱ ２ 2

化学ⅠＡ ２

化学ⅠＢ ４
化 学 Ⅱ ２
生物ⅠＡ ２

生物ⅠＢ ４
生 物 Ⅱ ２
地学ⅠＡ ２

地学ⅠＢ ４
科 地 学 Ⅱ ２

保体 体 育 ７～９ 〇( 9)全普
健育 保 健 ２ 〇
芸 音 楽 Ⅰ ２

音 楽 Ⅱ ２
音 楽 Ⅲ ２
美 術 Ⅰ ２

Ⅰの科目から 科目美 術 Ⅱ ２ 1
美 術 Ⅲ ２ ( 3)普
工 芸 Ⅰ ２
工 芸 Ⅱ ２
工 芸 Ⅲ ２
書 道 Ⅰ ２
書 道 Ⅱ ２

術 書 道 Ⅲ ２



【平成１５年度実施】（平成１１年告示）

すべての生徒に すべての生徒に教科 科 目 標準 教科 科 目 標準

履修させる科目 履修させる科目単位数 単位数

国 国語表現Ⅰ ２ 外 ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭ ２

うち 科目 うち 科目国語表現Ⅱ ２ 1 ﾆｹｰｼｮﾝⅠ 1

国 語 総 合 ４ ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭ ４

現 代 文 ４ 国 ﾆｹｰｼｮﾝⅡ

古 典 ４ 英 語 Ⅰ ３

語 古 典 講 読 ２ 英 語 Ⅱ ４

世 界 史 Ａ ２ 1 語 ﾘ ｰ ｨ ﾝ ４うち 科目 デ グ

地 世 界 史 Ｂ ４ ﾗ ｲ ｨ ﾝ ４デ グ

理 日 本 史 Ａ ２ 家 家庭基礎 ２

うち 科目 うち 科目歴 日 本 史 Ｂ ４ 1 家庭総合 ４ 1

史 地 理 Ａ ２ 庭 生活技術 ４

地 理 Ｂ ４ 情 情 報 Ａ ２

現代社会 又は うち 科目公 現 代 社 会 ２ ｢ ｣ 情 報 Ｂ ２ 1

倫 理 ２ ｢ ｣･｢ ｣ 報 情 報 Ｃ ２倫理 政治経済

民 政治・経済 ２ , , , , , , ,農 工 商 水 家 看 情報

うち 科目 福祉 理数 体 音 美 英数 数 学 基 礎 ２ 1 , , , , ,

数 学 Ⅰ ３ 普通科必修

数 学 Ⅱ ４ １３～１４科目（３１単位）

数 学 Ⅲ ３ 専門学科必修

数 学 Ａ ２ １３～１４科目（３１単位）

数 学 Ｂ ２ 専門教科・科目：２５単位

商業学科は 外国語 単位 他は 専門教科 科目と同様の成果が期待できる学 数 学 Ｃ ２ （ , 5 , , ･

理 理 科 基 礎 ２ , ･ 5 )場合には 普通教科 科目 単位を含めても可

理科総合Ａ ２ 卒業単位数７４単位以上

理科総合Ｂ ２

うち 科目物 理 Ⅰ ３ 2

理科基礎 理物 理 Ⅱ ３ (｢ ｣｢

科総合 又は 理化 学 Ⅰ ３ A｣ ｢

科総合 を少なく化 学 Ⅱ ３ B｣

生 物 Ⅰ ３ 1 )とも 科目含む

生 物 Ⅱ ３

地 学 Ⅰ ３

科 地 学 Ⅱ ３

保体 体 育 ７～８ 〇

健育 保 健 ２ 〇

芸 音 楽 Ⅰ ２

音 楽 Ⅱ ２

音 楽 Ⅲ ２

美 術 Ⅰ ２

うち 科目美 術 Ⅱ ２ 1

美 術 Ⅲ ２

工 芸 Ⅰ ２

工 芸 Ⅱ ２

工 芸 Ⅲ ２

書 道 Ⅰ ２

書 道 Ⅱ ２

術 書 道 Ⅲ ２
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